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奈良県では、県立大学工学系第２学部の設置と１０年後の国体開催のためのス
ポーツ施設の建設を軸に、大和平野中央プロジェクトを進めてきました。

一方、国の方でスーパーシティ構想を打ち上げられ、その指向されるところは、
奈良県の大和平野中央プロジェクトの目指す目標と一致するところが多いものと
見受けられました。そこで、奈良県のプロジェクトをスーパーシティ構想と同じ
方向に舵を切ることとしました。

このようなプロジェクトは、多くの先行事例から学び、民間企業や中央官庁の
智恵をいただくことが有益です。そのため、多くの智恵袋のご参画がいただける
コンソーシアム方式の検討会を開催することといたしました。

何卒、よい智恵を授けていただきますようによろしくお願いいたします。
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Ⅰ 大和平野中央プロジェクトとは

１．大和平野中央プロジェクトの対象地域

○ 奈良県の面積3,690.94㎢の7割が森林地帯であり、ま
た、県土の約78%、約2,899㎢を占める南部・東部地域
はほとんどが森林。

○ 県北西部に位置する大和平野は、総面積が約300㎢の
県内唯一の平地であるが、大和平野地域には県総人口
約131万人の約9割、約121万人が居住。

○ 大和平野中央プロジェクトが対象とする磯城郡３町
（川西町・三宅町・田原本町）は、大和平野の中心部
に位置し、人口約4万5,000人が居住する面積約31㎢の
地域。

○ 同地域は、大和平野を流れる大和川本川の南にあり、
総面積約31㎢のうち、農地約15㎢（約48.4％）、住宅
地約5㎢（約16.1％）、商業・工業地約2㎡（約6.5％）、
公共用地その他約9㎢（約29.0％）となっている農業中
心の地域。

○ 近年、周辺に高速道路（京奈和自動車道、西名阪自
動車道）や主要道路（大和中央道）が整備され、交通
利便性が著しく向上。

○ また、リニア中央新幹線の「奈良市附近」駅設置に
より広域アクセスの向上が期待されるほか、当地域か
ら京奈和自動車道沿いの南方30kmの五條市に2,000m級
滑走路付大規模広域防災拠点の整備を進めている。

（奈良県道路網図を基に作成）

大和平野

磯城郡
３町

奈良県

2,000m級滑走路付
大規模広域防災拠点

リニア中央新幹線 「奈良市附近」駅
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Ⅰ 大和平野中央プロジェクトとは

２．大和平野中央プロジェクトの背景と経緯

（２）経緯

・ 令和２年10月
磯城郡３町（川西町、三宅町、田原本町）と

地域活性化に寄与する拠点施設の整備について
協議を開始する「覚書」を締結。

・ 令和３年５月
磯城郡３町と個別に「まちづくりのテーマ」

と「対象地区」を決定する「協定書」を締結。

テーマ 対象地区

・ まほろば健康パークと連携した
ウェルネスタウン（健康増進）

川西町下永地区

・ 県立大学工学系学部を核としたス
タートアップヴィレッジ（産業の活性化）

三宅町石見地区

・ スポーツ施設を核としたウェルネ
スタウン（健康増進）

田原本町阪手北・
西井上地区
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（１）事業の背景

・ 奈良県は、そのベッドタウンとしての地域の性格から、若者の県内雇用、就学の機会が充分でなく、
近年若者を中心とした人口減少が著しく、「多様な雇用の場の創出」が最重要課題。

・ 農業中心の当地では、農業の後継者難から潜在的なものも含めて耕作放棄が顕著になってきており、
「農地とまちづくりの調和と共生」が喫緊の課題。

約７haを想定 約６haを想定

川西町 下永地区 三宅町 石見地区 田原本町 阪手北・西井上地区

約13haを想定



１．県立大学工学系第２学部の設置とスタート
アップヴィレッジ

２．大和平野地域雇用戦略の実行

７．田園都市建設構想の実現

Ａ．知的な大和平野の創造

１０．農業の省力化、効率化、高度化

８．地域内移動の円滑化

９．安全・安心まちづくり

３．大和平野中央スーパーシティ構想に盛り込むテーマ候補

Ⅱ 大和平野中央プロジェクト スーパーシティ構想へ

Ｄ．脱炭素社会への挑戦

Ｃ．大和平野田園都市の建設

Ｅ．デジタル社会の構築

５．新しいスポーツ施設の整備とウェルネスタ
ウンの建設

６．医療、地域包括ケア、健康増進、社会福祉
の一体的推進

Ｂ．健康長寿の大和平野創造

１１．大和平野シュタットベルケ構想（エネル
ギー脱炭素への挑戦）

１２．大和平野中央デジタル化の推進

１３．行政運営効率化と地方政治の見える化

１４．周辺県施設の整備運営との連携

１５．推進組織の構築（ＰＰＰＰの実行）
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Ｆ．推進体制の整備

３．就学前教育 ～就学前児童のこころと身体
のはぐくみ～

４．地域のリカレント教育



テーマ１．県立大学工学系第２学部の設置とスタートアップヴィレッジ

Ⅲ 大和平野中央スーパーシティ構想のテーマごとの検討課題

１ 新学部の位置（三宅町石見地区） ２ 背景

●若者の流出

・ 県内における若年層の人口流出（全国最下位※1）

・ 県内高校卒業者の大学進学率は高い（全国7位※2）

にも関わらず、84%（※3）が県外の大学へ進学

特に工学部は県内の大学にない状況

●デジタル人材のニーズ

・ 日本全体では、2030年に先端IT人材(AIやIoTの専門

家) が約27万人不足

・ 県内産業界におけるデジタル系の技術人材に対す

るニーズの高まり

2019年 IT人材需給に関する調査（経済産業省）における試算

2020年 企業立地推進課・産業振興総合センターヒアリング調査

大阪府39%

京都府19%
奈良県16%

兵庫県8%

東京都4% その他14%
2019年 住民基本
台帳人口移動報告
（総務省）、住民
基本台帳に基づく人
口、人口動態及び
世帯数（総務省）
により教育振興課で
作成

※1 20~29歳の転入超過率 ※3 県内高卒者の大学進学先

2020年度学校基本調査

※2 大学進学率
奈良県59.9%
全国平均55.8％
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３ 県立大学工学系第２学部の概要

Ⅲ 大和平野中央スーパーシティ構想のテーマごとの検討課題
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テーマ１．県立大学工学系第２学部の設置とスタートアップヴィレッジ
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県立大学においては、人生100年時代や技術革新の進展等を見据え、従来の大学＝若者の教育機関という
役割に加え、誰もが生涯学び続けることができる社会人の学び直しのための教育機関としての役割も担いたい

Ⅲ 大和平野中央スーパーシティ構想のテーマごとの検討課題

テーマ１．県立大学工学系第２学部の設置とスタートアップヴィレッジ

４ 県立大学の新たな目標



県立大学工学系第２学部

・起業者と研究開発成果の事業化
・県の研究開発資金支援
・起業者と大学との共同研究

研究機関

・起業・創業の情報提供・相談
・起業セミナー、企業出張講座

起業・創業支援機関

・インターンの実施
・就労あっせん
・ワンストップ(再)就業相談
・テレワーク推進支援

就業支援機関

・県立高等技術専門校との連携
・民間人材育成開発機関との連携

人材開発機関

県立大学に新たに設置する工学系第２学部を核に、研究機関、起業・創業支援機関、就業支援
機関、人材開発機関など集積させ、スタートアップ支援拠点を形成する。

５ スタートアップヴィレッジの建設

それぞれの機関は、新規の組織・施設の設置もあり得るが、既存の機関の共同サテライトオフィスの
設置、DXを活用したサテライト機能を展開していただくことも可能

スタートアップヴィレッジ

Ⅲ 大和平野中央スーパーシティ構想のテーマごとの検討課題
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テーマ１．県立大学工学系第２学部の設置とスタートアップヴィレッジ



Ⅲ 大和平野中央スーパーシティ構想のテーマごとの検討課題
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○ 知的来訪者を交えた常時交流
機会の創出

○ 著名人との交流、勉強会

○ 産学官交流イベント

○ 起業セミナーの開催

○ テーマを設定した研究会、
企業間交流会

等

６ 知的交流拠点の設置

■ 知的交流拠点のイメージ図 ■ 知的交流拠点の機能

スタートアップヴィレッジにおいては、村人（大学、研究機関等々）や訪問者の知的交流を可能とする交流拠点
を設置

まち中交流拠点も活用

オープンカフェ

前 庭

交流サロン

レストラン

テーマ１．県立大学工学系第２学部の設置とスタートアップヴィレッジ
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テーマ３．就学前教育の充実 ～就学前児童のこころと身体のはぐくみ～

１ ３町において就学前児童のはぐくみを一体的に行う

就学前児童のはぐくみを一体的に行い、放課後児童クラブを充実し、こども食堂を豊かにすることによって、
就学前児童のこころと身体のはぐくみを充実したものにする。

（２） ０歳児からの就学前教育の実践（ミエリネーションにより、神経と筋肉の発達を促す）

（１） 「はぐくみ園」による幼保一体化

➢「奈良県版就学前教育プログラム・はばたくなら」の実践
・音楽・芸術、スポーツ等を通じた非認知能力のはぐくみの重点実施

➢自然保育の推進

・自然あふれる園庭の整備、園外の自然フィールドを活用した自然体験活動

➢大和平野中央版「就学前はぐくみ要綱」（県・３町合同教育振興大綱）の策定

➢ ３町内の就学前教育施設を「はぐくみ園」とし幼保一体化

・保育認定（保護者の就労等が要件）の有無にかかわらず、
希望する０～２歳児を入所対象
・併せて保育料無償化の適用範囲を拡大
（現在の対象は、３～５歳児及び低所得世帯の０～２歳児）

➢待機児童を発生させない広域保育

・３町間における保育の広域利用調整

➢ ３歳以上児の「無園児」（保育所・幼稚園に通っていないいわゆる「未所属児童」）を無くす

➢ オンラインを活用した最先端の就学前教育の実践

・タブレット機器を活用した様々な遊びや学び合い

Ⅲ 大和平野中央スーパーシティ構想のテーマごとの検討課題
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（５） 質の高いきめ細かな保育・就学前教育を推進するための体制の充実

（４） 地域に開かれた子育て支援の拠点づくり

・ケアマネージャー子育て版「はぐくみマネージャー」の配置（子育て支援サービスの利用をコーディネート）

・全施設での一時預かり

➢親子になじみのある身近な就学前教育施設におけるすべての子育て家庭を対象とした子育て支援

➢保育人材の確保
・保育士養成校との協定締結に基づくインターンシップ
・３町間における保育士の子どもの保育の優先利用広域調整

➢質の高い保育人材の育成
・保育士養成校との協定締結に基づく潜在保育士のリカレント教育
・３町エリア内での保育士の人事交流

➢手厚い職員配置
・保育士の配置基準の改善

➢保育士等の処遇改善
・キャリアアップ研修受講者への更なる賃金上乗せ

➢ロボット・ＡＩ・ＩＣＴを活用した保育現場の働き方改革
・ＩＣＴ等導入による保育（見守りロボットが就寝中の子どもの呼吸チェック等）、事務の効率化

Ⅲ 大和平野中央スーパーシティ構想のテーマごとの検討課題

テーマ３．就学前教育の充実 ～就学前児童のこころと身体のはぐくみ～

➢子育てシェアリングエコノミーの活動を支援
・地域で一時保育や送迎、家事などをシェア

（３） インクルーシブ保育（特別な支援を要する子どものはぐくみ）

➢ インクルーシブ保育の実践
・園庭にインクルーシブ遊具（車椅子の障害児がともに遊べる砂場等）を設置する等の環境整備
・障害児支援機関と連携した発達支援プログラムの実施

➢病児保育の３町共同実施

➢医療的ケア児の広域保育
・３町間における医療的ケア児の保育の広域利用調整

・医療的ケアができる補助者の養成・派遣
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２ 放課後児童対策 ～放課後児童クラブを「預かり」から「はぐくみ」の場へ～

➢多様な体験、遊び、交流活動等魅力的なプログラムの実施
・住民やＮＰＯ等地域の多様な主体がプログラムに参画（ダンス教室、スポーツ教室、音楽・芸術教室、
地場産業・地元企業のしごと体験、プログラミング教室、臨時のプレイパークの設置 等）

・保護者もボランティアとして参画できるしくみを工夫

➢ 「まち」全体を放課後のはぐくみの場に

・放課後児童クラブを拠点としつつ、３町の様々な施設等を活動場所として活用
公園、スポーツ施設、企業、図書館、道路（歩行者天国）、休耕田 等

（１） すべての小学生のはぐくみ

➢ すべての小学生の豊かなはぐくみを推進するため、親の就労の有無に関わらず、放課後児童クラブの利用を
希望する児童を受入れ
（Ｒ３年度 放課後児童クラブ利用率 小学校低学年児童の約４割）

（２） 放課後はぐくみプログラム

Ⅲ 大和平野中央スーパーシティ構想のテーマごとの検討課題

テーマ３．就学前教育の充実 ～就学前児童のこころと身体のはぐくみ～
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➢ 支援員の確保・定着支援
・支援員の安定雇用とキャリアパスの構築支援

・支援員の資質向上研修の充実
・キャリアアップ処遇改善の充実

➢ 手厚い支援員の配置

・支援員の配置基準の改善
・障害児、医療的ケア児を受入れるための支援員の加配

➢ ＩＣＴを活用した学童保育現場の働き方改革

・ＩＣＴ等導入による事務効率化

（４） 質の高いきめ細かな放課後のはぐくみを推進するための体制の充実

Ⅲ 大和平野中央スーパーシティ構想のテーマごとの検討課題

テーマ３．就学前教育の充実 ～就学前児童のこころと身体のはぐくみ～

（３） インクルーシブ学童保育（特別な支援を要する子どものはぐくみ）

➢ 放課後等デイサービス（障害児の放課後の預かり）等、障害児支援サービスと連携したインクルーシブ学童保育
の実践

・放課後児童クラブにおける障害児との交流・遊び 等
・発達障害児等の専門職のクラブへの巡回派遣
・障害児受入れ加算の拡大
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３ こども食堂 ～安心・安全で楽しく過ごせるこども食堂～

（１） 各小学校区に常設こども食堂を開設

➢ NPO等が地域の多様な人と連携して各小学校区に開設できるよう支援
・活動の場として公共施設（公民館等）を提供
・活動の担い手育成講座の開催

➢ 安心・安全のこども食堂の認証

・衛生対策や適切な食材管理等、親子が安心して利用できる
こども食堂の運営のために必要な経費を補助

（２） 食材・食品の安定供給

（３） こども食堂の多機能化

➢ 「地域まるごとこども食堂」
・地域の誰もが参加できる地域交流・多世代交流の拠点化

➢ 「はぐくみのこども食堂」

・スクールソーシャルワーカー、スクールカウンセラー、学生、教員ＯＢ等
福祉・教育の関係者が参画
・子どもの学習支援
・困りごとを見逃さず、解決する機関につなぐ
・困窮家庭に食材や生活必需品を配付

➢ 地域から提供される食材等を集積する拠点設置
・食材等を受け入れ、配送まで保管する倉庫の設置

➢ 連携協定締結企業との協働

・運送業務を行っている企業によるこども食堂への食材配送

Ⅲ 大和平野中央スーパーシティ構想のテーマごとの検討課題

テーマ３．就学前教育の充実 ～就学前児童のこころと身体のはぐくみ～



テーマ４．地域のリカレント教育

県立大学工学系第２学部の設置を機に、交流の深まりが期待される知的人材を活用して、県内の

若者、女性、中高年齢層、外国人などを対象としたリカレント教育を実践する

１ 県立大学を中心としたリカレント教育の実践

⚫ 県立大学において、時代や企業のニーズに合った実践的なリカレント教育プログラムを開発・実施

⚫ 高等技術専門校において、若者、女性、外国人、再就職希望者等を対象としたスキルアップ訓練

を実施

⚫ 知的交流拠点において、起業家をはじめとするスタートアップ関係者

を活用した起業セミナー、インターンシップ等の実践的なリカレント教育

を実施

► 地元企業等の社会人や若者・女性、社会に貢献したいシニア層のキャリアアップ・キャリアチェ

ンジ等のために、社会人入学枠、科目等履修生、出前講座等のリカレント教育を実施

► 地元企業や産業界のニーズに応じたオーダーメイド型のPBL（課題解決型学習）リカレン

トプログラムを共同開発

► 社会人向けのカリキュラムを備えた大学院の設置も視野に検討

県立大学
工学系第2学部

高等技術専
門校

知的交流拠点

起業支援 リカレント教育

連携

離職者訓練
在職者訓練

連携連携

Ⅲ 大和平野中央スーパーシティ構想のテーマごとの検討課題
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テーマ４．地域のリカレント教育

２ リカレント教育参加者と３町における交流の推進

⚫ 知的交流拠点において、リカレント教育参加者と大学・スタートアップ関係者等との相互交流を促進

・ 起業セミナーや交流イベントの開催

・ スタートアップ起業等におけるインターンシップの推進

・ 大学、高等技術専門校におけるリカレント教育プログラム等の紹介 など

３ ３町と県の合同の「就学前のはぐくみ」と「リカレント教育」に関する教育振興大綱の策定

⚫ ３町の地域性・独自性を生かした就学前教育とリカレント教育のあり方について、県と３町で検討

⚫ 取り組みの成果を県と３町で検証し、県内の他の自治体への周知・展開や県政への活用を図る

Ⅲ 大和平野中央スーパーシティ構想のテーマごとの検討課題
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